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赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

02 みんなで支える国民健康保険
04 赤穂市議会 正副議長選出 ほか
06 第７次行政改革大綱を策定 ほか
08 赤穂こどもプラン実施状況報告 ほか
10 災害時要援護者名簿の登録を ほか

12 フォトニュース
14 赤穂ふるさとづくり寄付金 ほか
16 情報コーナー
20 社協だより
23　くらしのカレンダー

■今月の内容
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平
成
23
年
度
の
医
療
費
は
、
約

47
億
２
千
万
円（
前
年
度
に
比
べ
約

１
億
３
千
万
円
の
増
）

　

国
保
加
入
者
が
病
気
や
ケ
ガ
で

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
費
用
は
、高

齢
受
給
者
の
医
療
費
の
伸
び
、生
活

習
慣
病
の
増
加
な
ど
に
よ
り
年
々

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費

　

平
成
23
年
度
の
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費（
療
養
費
含
む
）

は
、38
万
２
，８
５
９
円
で
前
年
度

に
比
べ
１
万
２
，６
８
４
円
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
う
保
険
税
は
、介
護

納
付
金
分
と
合
わ
せ
て
、一
人
当

た
り
７
万
７
，６
２
６
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、一
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、兵
庫
県
内
の
市
平
均
32
万
５
，

９
８
４
円
に
比
べ
５
万
６
，８
７�

５
円
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図

２
）

（
医
療
分
・
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

の
保
険
税
）

　

保
険
税
は
、そ
の
年
に
予
測
さ

れ
る
医
療
費
か
ら
、私
た
ち
が
医

療
機
関
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担

金
や
国
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
差

し
引
い
た
分
が
、保
険
税
の
総
額

と
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、国
な
ど
か
ら

の
補
助
金
の
ほ
か
、市
単
独
支
援

額
を
含
む
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
を
は
じ
め
、財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
措
置
に
よ
り
保
険
税
は

据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
保
険
税
も

高
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り

を
心
が
け
、医
療
費
を
上
手
に
節

約
し
ま
し
ょ
う
。

（
介
護
納
付
金
分
の
保
険
税
）

　

介
護
納
付
金
分
の
保
険
税
も
、

市
単
独
支
援
額
を
含
む
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
平
成
25

年
度
は
据
え
置
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

図
３
の
グ
ラ
フ
は
、本
市
の
国
保

加
入
者
が
平
成
24
年
５
月
の
１
ヵ

月
間
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た
疾

病
分
類
別
の
件
数
で
す
。
こ
の
グ

ラ
フ
か
ら
、生
活
習
慣
病
で
あ
る
消

化
器
系
・
循
環
器
系
な
ど
の
疾
患
、

が
ん
な
ど
の
疾
病
が
、全
体
の
５
割

以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、自
覚
症
状
の
な

い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、健
康
診
断
が
威
力
を
発
揮
し

ま
す
。
自
覚
症
状
の
な
い
初
期
の

段
階
で
も
、健
診
で
早
期
発
見
で
き

れ
ば
、病
気
の
芽
を
い
ち
早
く
摘
み

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、病

気
を
予
防
す
る
こ
と
は
医
療
費
削

減
に
つ
な
が
り
、ひ
い
て
は
保
険
税

の
値
上
げ
を
抑
え
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

本
市
の
国
保
の
状
況
は

本
市
の
国
保
の
状
況
は

平
成
25
年
度
の
保
険
税
は

平
成
25
年
度
の
保
険
税
は

国
保
加
入
者
の
疾
病
の
状
況

国
保
加
入
者
の
疾
病
の
状
況

①
高
齢
化
の
進
展

　

高
齢
化
社
会
と
な
り
、病
気
に
な

り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
人
口
が
増

え
て
い
ま
す
。

②
医
学
、医
療
技
術
の
進
歩

　

医
療
の
進
歩
、高
度
化
に
よ
り
診

療
に
か
か
る
費
用
が
増
え
て
い
ま

す
。

③
慢
性
疾
患
患
者
の
増
加

　

生
活
習
慣
の
変
化
に
伴
い
、生
活

習
慣
病
を
は
じ
め
、長
期
治
療
を
必

要
と
す
る
慢
性
疾
患
の
患
者
が
増

え
て
い
ま
す
。

④
お
医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方

　

何
度
も
病
院
を
替
え
る
な
ど
、お

医
者
さ
ん
へ
の
か
か
り
方
も
原
因

の
一
つ
で
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の

一
人
ひ
と
り
の
心
構
え
が
、医
療
費

の
削
減
や
医
療
現
場
に
お
け
る
医

師
や
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、医

療
機
関
の
適
正
受
診
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
利
用
す
る
と
き
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
上
手
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

①
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
、医
療

相
談
な
ど
に
応
じ
て
も
ら
え
る
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
は
大
切

で
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
を
訪
ね
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
は
し
ご
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

に
か
か
る「
は
し
ご
受
診
」は
や
め

ま
し
ょ
う
。
医
療
費
を
増
や
し
て

し
ま
う
だ
け
で
な
く
、検
査
や
薬
の

重
複
な
ど
で
、体
に
悪
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。

③
時
間
外
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
に
開
い
て
い
る
救

急
医
療
機
関
は
、緊
急
性
の
高
い
患

者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
休
日
・
夜
間
診
療
は
割
増

料
金
と
な
り
、自
己
負
担
も
大
き
く

な
り
ま
す
。
受
診
す
る
際
に
は
、平

日
の
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
、も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

④�

薬
の
適
切
な
用
量
・
用
法
を
守
り

ま
し
ょ
う

　

薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、副

作
用
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
お
薬
手
帳
」を
活
用
し
た
り
、服
用

中
の
薬
を
医
師
や
薬
剤
師
に
伝
え

る
な
ど
し
て
、不
要
な
薬
を
も
ら
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤�

迷
っ
た
ら
電
話
で
で
き
る
小
児

救
急
電
話
相
談

　

休
日
や
夜
間
に
、お
子
さ
ん
の
急

な
病
気
で
心
配
に
な
っ
た
ら
、
ま

ず
、小
児
救
急
電
話
相
談
を
利
用
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
小
児
科
医
や
看

護
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た
適
切
な

対
処
の
仕
方
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
小
児
救
急
電
話
相
談

【
電
話
番
号
】　

＃
８
０
０
０

〈
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、Ｉ
Ｐ
電
話
の
方

は
０
７
８
・
７
３
１
・
８
８
９
９
〉

【
相
談
時
間
】

　

平
日
・
土
曜
日
：
18
時
～
24
時

　

�

日
曜
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
：

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
～
24
時

⑥�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）は
、新
薬（
先
発
医
薬
品
）と

同
等
の
効
果
で
価
格
が
安
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
医
師

や
薬
剤
師
と
相
談
し
な
が
ら
、積
極

的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
保
で
は
、
病
院
や
薬
局
か
ら

お
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え

た
場
合
の
自
己
負
担
額
の
削
減
額

が
一
定
額
以
上
の
人（
年
間
延
１
，

２
０
０
人
）を
対
象
に
、「
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
促
進
通
知
書
」を
送
付

し
て
い
ま
す
。（
必
ず
し
も
全
員
に

通
知
書
が
届
く
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
に
よ
っ
て
、被
保
険
者
の
自

己
負
担
額
を
減
ら
し
、国
保
財
政
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ

の
切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、必
ず
医

師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

国
保
で
は
、２
ヵ
月
ご
と
に
医
療

費
の
総
額
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
医
療
費
負
担
の
し
く
み
や

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、医
療
費
の
適
正
化
と
国
保

の
健
全
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

母
子
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
者

は
、更
新
に
あ
た
り
申
請
書（
現
況

届
）の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

更
新
申
請
の
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、６
月
14
日（
金
）ま
で
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、必
ず
医

療
介
護
課
国
保
医
療
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、新
し
い

受
給
者
証
を
郵
送
で
き
ま
せ
ん
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

　

医
療
介
護
課�

国
保
医
療
係

�

☎
43
・
６
８
１
３

医
療
費
が
増
え
る
主
な
理
由

医
療
費
が
増
え
る
主
な
理
由

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進

通
知
サ
ー
ビ
ス
に
ご
理
解
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
促
進

通
知
サ
ー
ビ
ス
に
ご
理
解
を

医
療
費
通
知
に
ご
理
解
を

医
療
費
通
知
に
ご
理
解
を

『
お
知
ら
せ
』

『
お
知
ら
せ
』
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30

33

36

39
（万円） 国保１人当たり医療費の比較（平成 23年度）（図２）
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21 22 23（年度）

１
人
当
た
り
医
療
費

１
人
当
た
り
保
険
税

国保１人当たり医療費と保険税の推移（図１）

77,626円77,626円84,531円84,531円89,832円89,832円

382,859円382,859円356,851円356,851円 370,175円370,175円

平成 25年度の保険税率

　区　分　 医療分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40 ～ 64 歳の人）

所 得 割 6.65% 2.30% 1.65%

均 等 割 21,000 円 6,600 円 6,700 円

平 等 割 16,600 円 5,000 円 3,900 円

賦課限度額 50 万円 13 万円 10 万円

2,336 件
（21.2％）

1,980 件
（17.9％）

1,343 件
（12.2％）885件

（8.0％）

853件
（7.7％）

700件
（6.3％）

547件（5.0％）

454件
　　（4.1％）

423件423件
（3.8％）（3.8％）

319件319件
（2.9％）（2.9％）

1,205 件
（10.9％）

合　計
11,045 件

糖尿病、
甲状腺障害等
糖尿病、
甲状腺障害等

関節症、脊椎障害、炎症性
多発性関節障害等

眼及び付属器の疾患
屈折及び調節の障害、
白内障、結膜炎等

呼吸器系の疾患
急性気管支炎、喘息、
アレルギー性鼻炎等

精神及び行動の
障害
統合失調症、統合
失調症型障害及び
妄想性障害等

新生物
悪性新生物、
悪性リンパ腫、
白血病等

皮膚及び
皮下組織の疾患
皮膚炎及び湿疹、
感染症等

その他の疾病

国保加入者の疾病分類別件数の状況（図３）

筋骨格系及び
結合組織の疾患

消化器系の疾患消化器系の疾患

（ ）歯肉炎及び歯周疾患、
胃及び十二指腸の疾患等

循環器系の疾患
高血圧性疾患、
虚血性心疾患、
脳梗塞等（ ）

内分泌、栄養及び
代謝疾患

（ ）

（ ）（ ）

（ ）

（ ）

神経系の疾患
てんかん、パーキンソン病、
アルツハイマー病等（ ）

（ ）

（ ）

問
い
合
わ
せ
先　

医
療
介
護
課�

国
保
医
療
係　

☎
43
・
６
８
１
３

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
る

一
人
ひ
と
り
の
健
康
管
理
で
医
療
費
を
大
切
に

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、加
入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、お
互
い
に

助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、加
入
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
、国
・

県
・
市
の
公
費
等
で
運
営
し
て
お
り
、保
険
税
収
入
は
重
要
な
財
源
で
す
。

し
か
し
、急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、疾
病
構
造
の
変
化
や
医
療
技
術
の
高

度
化
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
に
伴
い
、保
険
給
付
費
が
膨
ら
む
一
方

で
、長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
・
所
得
環
境
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
保

険
税
収
入
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
。
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　市政に対する課題や将来の夢など、市長と直接
対話してみませんか。
　市長こんわ会は、市民の皆さまが市長と直接対
話し、うち解けた雰囲気の中で将来の夢や課題な
どについて建設的な意見を交換し、皆さまの声を
市政に届けるために随時実施しています。

◦�時間　午前９時～午後９時までの時間帯で調整
します。
◦�場所　市長室や公民館などで開催します。
◦�申込方法　市長こんわ会参加申込書（市民対話
課に設置。赤穂市のホームページで検索）を市
民対話課へ提出。
※�日時、会場はご希望に添えるよう調整いたしま
すが、事前のお申し込みが必要です。詳しくは
市民対話課へお問い合わせください。多数のお
申し込みをお待ちしています。

市長こんわ会

参加者募集

市長こんわ会� ～市長と夢を語りませんか～

前年度のこんわ会の様子

赤穂市自治功労者
新たに８名

　

４
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
自
治
功
労
者
の
つ
ど
い
の
席
上
、

次
の
８
名
の
方
が
、
新
た
に
自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。�

（
敬
称
略
）

◆
籠
谷　

義
則（
尾
崎
・
市
議
会
議
員
）

◆
竹
内　

友
江（
木
津
・
市
議
会
議
員
）

◆
村
阪
や
す
子（
中
広
・
市
議
会
議
員
）

◆
小
林　

篤
二（
本
水
尾
町
・
市
議
会
議
員
）

◆
川
原　

洋
三（
農
神
町
・
民
生
委
員
児
童
委
員
）

◆
霜
尾　

孝
紹（
高
野
・
保
護
司
）

◆
笠
木　

大
海（
北
野
中
・
地
区
自
治
会
長
）

◆
高
田　

耕
吉（
加
里
屋
・
地
区
自
治
会
長
）

　

４
月
17
日
の
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
長
に
永
安
弘
氏（
65
歳
）、

副
議
長
に
前
川
弘
文
氏（
51
歳
）を
選

出
し
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
な
ど
の
正
副
委
員
長

に
は
、
次
の
各
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長　

敬
称
略
）

総
務
文
教
委
員
会

　

◎
藤
友
俊
男　

○
釣　

昭
彦

民
生
生
活
委
員
会

　

◎
小
路
克
洋　

○
小
林
篤
二

建
設
水
道
委
員
会

　

◎
竹
内
友
江　

○
木
下　

守

議
会
運
営
委
員
会

　

◎
田
端
智
孝　

○
瓢　

敏
雄

幹
線
道
路
建
設
特
別
委
員
会

　

◎
釣　

昭
彦　

○
木
下　

守

副議長
前川弘文氏

議　長
永安　弘氏

赤穂に

赴任しました
　４月に赤穂郵便局
長に着任しました関

尾です。
　忠臣蔵、落ち着いた町並みなど歴
史ある赤穂で勤務できますことをう
れしく思い、楽しみにしております。
　私たちの郵便局は平成24年10月
に郵便事業株式会社と郵便局株式会
社が統合し日本郵便株式会社として
発足しました。
　郵便のユニバーサルサービスの提
供を確実に実施することに加え、銀
行窓口業務及び保険窓口業務（株式
会社ゆうちょ銀行及び株式会社かん
ぽ生命からの委託業務）についても
ユニバーサルサービスとして、郵便
局を通じて全国のお客さまに提供し
ています。
　今後も郵便局ネットワークの水準
を維持し、公益性、地域性を十分発揮
するとともに、赤穂の皆さまにお役
に立ち、赤穂の皆さまに喜んでいた
だける郵便局作りに全力で取り組ん
でまいりますのでよろしくお願い申
し上げます。

日本郵便株式会社　
赤穂郵便局長　　　

　関 尾 　 満

　４月からハロー
ワークあこうに赴

任いたしました。
　赤穂は家族で赤穂海浜公園や
潮干狩り、みかん狩りなどでよく
訪れた地でもあります。この親
しみのある赤穂で勤務できるこ
とを嬉しく思います。
　最近の雇用情勢は、持ち直しの
動きが見られるものの一部弱め
の動きもあり、依然として厳しい
状況にあります。
　ハローワークとしましては、地
域の雇用に関する総合的なサー
ビス機関として利用される皆様
に親しまれ、信頼される様サービ
スの充実・向上に取り組んでまい
ります。今後とも皆様のより一
層のご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

龍野公共職業安定所
　赤穂出張所長　　　

　藤 永 勇 人

　４月１日付で精
華園に着任しまし

た。31年ぶりの精華園勤務とな
ります。
　国においては昨年10月に障害
者虐待防止法の施行、この４月か
らは障害者総合支援法の施行と
大きく障害者施策が変わってい
ます。また、精華園においても児
童寮が新築移転し、この３月から
子供たちの新たな生活がスター
トしています。今一度、原点に返
り利用者本位のサービスとは何
かを全職員で検証し、利用者一人
ひとりの幸せを追求してまいり
たいと思います。さらに、「地域
から愛され、信頼される精華園」
を目指して取り組んでまいりま
すので、よろしくお願い申しあげ
ます。

赤穂精華園長　　　
　　　　

　松葉登志弘

　４月より、県立
赤穂海浜公園管理

事務所に着任いたしました。
　赤穂市での勤務は初めてであ
りますが、プライベートで赤穂御
崎での宿泊、赤穂義士祭や大避神
社の秋祭りの見物、大石神社への
初詣、史跡めぐりと機会あるごと
に度々訪れている地での勤務と
なり、赤穂という地がより一層身
近になり、これからの生活を非常
に楽しみにいたしております。
　安全で親しみの持てる繰り返
し訪れて頂ける日常生活に密着
した公園を目指して、赤穂の皆様
を始め、西播磨地域の方々を中心
に多くの人々に愛されお越し頂
けるよう職員一丸となって努め
てまいりますので、皆様方のご来
園を心よりお待ちいたしており
ます。

赤穂海浜公園　　　
管理事務所長　　　

　山 本 和 秀

　４月から赤穂高
等学校長として着

任いたしました。
　「やればできる、我に力あり」の
精神は、先輩から後輩に時を経て
脈々と受け継がれ、本校教育の
日々の活動の中に息づいていま
す。「質実剛健」「礼譲敬愛」「自主
創造」の校訓の下、学業はもちろ
んのこと、部活動・生徒会・学校行
事など生徒一人ひとりの自己実
現の場があり、生き生きと学校生
活を送っています。
　赤穂の中学校を卒業する生徒
が「赤高」へ入学し、卒業後は地域
の活性化に貢献できるよう、教職
員一丸となって取り組んでいま
す。これからも、地域に根ざした
学校として、「文武両道」の伝統を
継承して、中学生・保護者から「魅
力のある学校」「行きたい学校」と
して選ばれるよう努力をしてま
いります。
　本校の更なる発展のため、なお
一層のご指導とご支援を賜りま
すようお願いします。

赤穂高等学校長　　

　播 木 良 行

赤
穂
市
議
会

�
議
長
に�

永
安�

氏
、
副
議
長
に�

前
川�

氏
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第7次行政改革大綱を
策定しました

　

本
市
で
は
、
昭
和
60
年
度
に
第
１
次
行
政
改

革
大
綱
を
策
定
し
て
以
来
、
平
成
24
年
度
で
終

了
し
た
第
６
次
行
政
改
革
大
綱
ま
で
、
行
財
政

に
係
る
諸
課
題
に
つ
い
て
対
応
方
針
を
定
め
、

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
民
へ
の
一
番
身
近
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
市
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
要
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
本
市
の
財
政
状

況
は
、
市
税
収
入
の
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
基
金
を
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得

な
い
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
平
成
23
年
か
ら
平
成
32

年
ま
で
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
赤
穂
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る「
人
が
輝
き�

自
然
と
歴
史
・

文
化
が
薫
る�

や
さ
し
い
ま
ち
」を
都
市
像
と
し

て
、
各
種
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
を
効
率
的
に
実
現
す
る
た
め

に
は
、
施
策
や
事
業
の
適
切
な
評
価
を
行
う
と

と
も
に
選
択
的
・
集
中
的
に
事
業
を
実
施
し
、

限
ら
れ
た
財
源
と
人
的
資
源
を
有
効
に
活
用
す

る
自
治
体
経
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
及
び
協
働
の
理
念
の

も
と
、
経
費
削
減
の
工
夫
と
努
力
を
継
続
し

な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
及
び
そ
の
水

準
の
維
持
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
計
画
期
間
を
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
と
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
を
基

本
方
針
と
し
た「
第
７
次
赤
穂
市
行
政
改
革
大

綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
更
な
る
行
財

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▪主な取組内容
取　組　項　目 取　　組　　内　　容

市民参画制度の実施 市民参加に関する条例に基づき、市民参加の推進に努めます。

協働によるまちづくり

市民と行政が相互にその役割と責任を果たし、協働によるまちづくりを推進
します。
・�自主防災組織の育成、ごみの減量化、資源ごみの持ち去り防止、太陽光発

電の促進、アドプト制度の促進、空き家対策の推進　等

公有地の有効利用 遊休市有地の売却及び有償貸付を行い、収入の確保に努めます。

市税等収納率の向上 効率的な収納体制の検討を行い、市税等の収納率の向上に努めます。

事務事業の総点検と経費の削減
事業の必要性及び費用対効果の観点から徹底した見直しを行い、経費の削減
を図ります。

土地開発公社の解散
第三セクター等改革推進債を活用して土地開発公社の借入金を全額償還し、
土地開発公社を解散します。

公共施設の計画的見直し
効率的で効果的な公共施設の維持管理に努めます。
・�施設の有効活用、処分、長寿命化　等

行政サービスの向上
市民の視点に立った行政サービスの充実に努めます。
・�窓口業務開設時間や公共施設の開館時間の検討、インターネットを活用し

た行政情報の提供　等

問い合わせ先　行政課　☎４３・６８５０
※�第７次行政改革大綱は、市ホームページに

掲載しています。

平成24年度における
市民参加手続の実施状況を報告します

問い合わせ先　
市民対話課　☎４３・６８１８

　市が重要な施策を決定するとき、市民の意見を反映させることを目的とする市民参加に関する
条例が、平成17年10月１日から施行されています。条例に基づき平成24年度に実施しました市
民参加手続きについては、次のとおりです。ご意見、ご応募ありがとうございました。

1審議会等への付議
審　議　会　等　の　名　称 開　　催　　日 内　　　　　　容 担当課

赤 穂 市 外 部 評 価 委 員 会

平成24年７月９日
平成24年８月８日
平成24年８月22日
平成24年８月29日
平成24年10月12日

・�市の事務事業評価と行政評価制度の改善について 企画広報課

赤 穂 市 地 域 公 共 交 通 会 議
平成24年12月26日
平成25年２月19日（分科会）
平成25年３月12日（分科会）

・�地域の実情に応じたバス等の旅客輸送の確保、�
その他サービスの実現に必要な事項について 企画広報課

第7次赤穂市行財政改革推進委員会 平成25年１月28日
平成25年３月19日 ・第７次赤穂市行政改革大綱について 行政課

赤 穂 市 男 女 共 同 参 画 審 議 会 平成24年９月27日
平成25年３月15日 ・男女共同参画社会形成に関する事項について 市民対話課

赤 穂 市 環 境 審 議 会 平成25年２月13日 ・赤穂市の環境について 環境課

赤穂市健康増進計画策定委員会

平成24年７月30日
平成24年11月６日
平成24年12月20日
平成25年３月７日

・赤穂市健康増進計画策定について 子育て健康課
（保健センター）

赤穂市障害者自立支援協議会 平成24年11月28日
平成25年３月21日

・�第２期赤穂市障がい福祉計画の進捗状況について
（平成23年度）

・�第３期赤穂市障がい福祉計画の進捗状況について
（平成24年度）　外

社会福祉課

赤 穂 市 都 市 計 画 審 議 会

平成24年７月５日
平成24年10月25日
平成24年12月26日
平成25年２月15日

・都市計画の概要について　外
・西播都市計画下水道の変更（案）について
・西播都市計画下水道の変更（赤穂市決定）について
・赤穂市都市計画マスタープランについて

都市整備課

2審議会等委員の公募
審 　 議 　 会 　 等 　 の 　 名 　 称 募　集　期　間 募集・応募人数 担当課

赤 穂 市 外 部 評 価 委 員 会 平成24年４月10日
　～平成24年５月21日 募集人数　２名／応募人数　３名 企画広報課

赤 穂 市 地 域 公 共 交 通 会 議 平成24年10月10日
　～平成24年10月31日 募集人数　２名／応募人数　０名 企画広報課

第 ７ 次 赤 穂 市 行 財 政 改 革 推 進 委 員 会 平成24年11月12日
　～平成24年11月30日 募集人数　２名／応募人数　０名 行政課

赤 穂 市 健 康 増 進 計 画 策 定 委 員 会 平成24年５月10日
　～平成24年５月31日 募集人数　２名／応募人数　３名 子育て健康課

（保健センター）

3意見募集（パブリックコメント）
施　　策　　の　　名　　称 実　施　時　期 実施結果 担当課

第 ７ 次 赤 穂 市 行 政 改 革 大 綱 に つ い て 平成25年２月６日
　～平成25年３月７日 意見提出　０人　０件 行政課

赤 穂 市 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に
関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

平成24年９月16日
　～平成24年10月15日 意見提出　０人　０件 美化センター

赤 穂 市 健 康 増 進 計 画 策 定 に つ い て 平成25年１月８日
　～平成25年２月７日 意見提出　３人　６件 子育て健康課

（保健センター）

第 ２ 期 赤 穂 市 国 民 健 康 保 険
特 定 健 康 診 査 等 実 施 計 画 に つ い て

平成25年２月22日
　～平成25年３月21日 意見提出　０人　０件 医療介護課

赤 穂 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン に つ い て 平成24年11月14日
　～平成24年12月13日 意見提出　０人　０件 都市整備課

西播都市計画下水道の変更（赤穂市決定）計画について 平成24年８月１日
　～平成24年８月31日 意見提出　３人　３件 上下水道部総務課・

下水道課
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1
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
に
対
し
て
、
児
童
手
当
を
支

給
し
ま
し
た
。
制
度
が「
子
ど
も
手
当
」か
ら
新

「
児
童
手
当
」に
移
行
し
、
所
得
制
限
が
加
わ
り

ま
し
た
。
基
準
額
以
上
の
所
得
者
に
は
、
特
例

給
付
と
し
て
支
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、18
歳（
高

校
卒
業
）ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
一
人

親
家
庭
な
ど
に
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
し

た
。�

（
子
育
て
健
康
課
）

2
妊
婦
・
産
婦
健
康
診
査
費
補
助
事
業

　

妊
婦
健
康
診
査
の
確
実
な
受
診
を

促
進
し
、
妊
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
公
費
負
担
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
産
後
の
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
の
た
め
、
産
婦
健
康
診
査
費
の
助
成
を
行

い
ま
し
た
。�

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

3
あ
こ
う
食
育
推
進
事
業

　

食
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
育

む
た
め
、
幼
児
期
の
親
子
を
対
象
に
子
ど
も
食

育
講
座
を
開
催
し
、
食
の
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。�

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

4
児
童
館
の
安
全
安
心

　

子
ど
も
の
適
切
な
遊
び
と
学
び
の

場
で
あ
る
児
童
館
に
お
い
て
、
県
警
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
、
消
火
器
の
更
新
を
行
い
安
全
安
心
対
策

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

�

（
子
育
て
健
康
課
）

5
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
放
課
後
子
ど

も
教
室
の
充
実

　

就
労
等
で
放
課
後
保
護
者
の
い
な
い
小
学
校

低
学
年
児
童
を
対
象
に
、
引
き
続
き
ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
放
課
後

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
活
動
が
で
き
る
居
場
所

と
し
て
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
引
き
続
き
開
設

し
ま
し
た
。�

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

6
預
か
り
保
育
の
充
実

　

高
雄
幼
稚
園
を
加
え
、
市
内
８
園

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
預
か
り
保

育
時
間
を
午
後
６
時
ま
で
延
長
し
、
早
朝
、
長

期
休
業
日
の
預
か
り
保
育
の
実
施
と
事
業
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。

�

（
教
育
委
員
会
こ
ど
も
育
成
課
）

7
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

　

中
学
３
年
生
ま
で
の
乳
幼
児
等
に

対
し
て
、
引
き
続
き
医
療
費
の
う
ち
、
医
療
保

険
適
用
分
の
自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
し
た
。

�

（
医
療
介
護
課
）

8
身
近
な
遊
び
場
の
整
備
充
実

　

専
門
技
術
者
に
よ
る
遊
具
の
定
期

点
検
に
基
づ
き
、
老
朽
化
し
た
遊
具
の
更
新
、

修
繕
、
撤
去
等
を
行
い
、
街
区
公
園
や
児
童
遊

園
地
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

�

（
都
市
整
備
課
）

9
出
産
費
の
助
成

　

市
民
の
出
産
に
係
る
費
用
の
一
部

と
し
て
、
出
産
助
成
金
を
支
給
し
ま
し
た
。

�

（
子
育
て
健
康
課
）

� 
情
報
提
供
の
充
実

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報

を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
子
育
て
携
帯
情

報
シ
ス
テ
ム「
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
」な
ど
の
媒
体

を
通
じ
て
、
ま
た
、
母
子
手
帳
交
付
時
や
乳
幼

児
健
診
な
ど
の
機
会
を
活
用
し
、
情
報
提
供
や

相
談
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

�

（
子
育
て
健
康
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

育
児
中
の
保
護
者
な
ど
に

携
帯
電
話
を
通
じ
て
子
育
て

情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
育
所
な

ど
の
子
育
て
支
援
制
度
や
各

種
助
成
制
度
、
子
育
て
の
不

安
や
悩
み
を
相
談
で
き
る
窓

口
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
、

子
育
て
や
安
全
・
安
心
対
策

な
ど
の
情
報
を
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
ス
マ
ー
ト

ホ
ン
に
も
対
応
し
機
能
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●�

携
帯
電
話
で
サ
イ
ト
に
接

続
し
、
必
要
事
項
を
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

登
録
は
無
料
で
す
が
、
パ

ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り

ま
す
。

※�

メ
ー
ル
が
受
信
で
き
る
よ

う
フ
ィ
ル
タ
ー
の
設
定
等

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

子育て携帯
情報システム「すまいるキッズ」「すまいるキッズ」「すまいるキッズ」「すまいるキッズ」

http://www.smile-kids.jp/ako.hyogo/

こちらのアドレス
↓　　↓　　↓　　↓

またはQRコード
から接続できます

赤穂こどもプラン
平成24年度の
取組状況を報告します
　赤穂市では、次世代育成支援対策推進法に基づく「赤
穂こどもプラン・赤穂市次世代育成支援対策後期行動
計画」（平成22年～ 26年）を策定し、子ども・子育て支
援を推進しています。
　平成24年度中に実施推進しました主な事業（抜粋）を
報告します。
� 問い合わせ先　子育て健康課　☎４３・６８０８

　

近
年
、
消
費
者
問
題
は
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
・
高
度
化
し
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

急
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
便
利
で
快
適
な
社
会
を
実
現
し
た
一
方
で
、
ゴ
ミ
の
増

大
、
地
球
温
暖
化
、
生
態
系
破
壊
な
ど
地
球
環
境
の
悪
化
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
も
、消
費
者
問
題
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
機
会
を
提
供
し
、

消
費
者
自
身
も
自
ら
消
費
者
意
識
を
高
め
、知
識
の
習
得
な
ど
意
識
啓
発
に
努
め
、「
消
費
者
」

「
事
業
者
」「
行
政
」が
連
携
し
つ
つ
、
消
費
者
の
権
利
と
責
任
を
主
体
的
に
果
た
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
の
講
座
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

消
費
者
協
会「
生
活
講
座
」の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

●�期間　５月28日（火）～７月９日（火）全４回
　　　　（時間・場所は上記参照）
●申込締切　５月20日（月）
●定員　４回目の施設見学のみ定員45名
●�参加料　無料（１回～３回の講座受講）（ただし、４回目の施
設見学は交通費・昼食代等の自己負担があります。）
●�申込・問い合わせ先　市民対話課�消費者協会事務局
� ☎４３・６８１８

　親しみやすい市役所づくりを推進し、市民サー
ビスの向上を図るため、市役所及び市の施設にお
ける職員の接遇アンケートを実施しますので、み
なさんの声をお聞かせください。
●�実施時期　５月13日（月）から５月24日（金）まで
●実施場所　市役所及び市の施設の窓口
●�実施内容　市役所及び市の施設にアンケート用
紙を置いています。窓口等に来られた市民のみ
なさんに記入していただき、回収箱に投函して
もらいます。
問人事課　☎４３・６８６３

接遇アンケートを実施
市民サービスの向上に向けて
� みなさんの声をお聞かせください！

「市民の声」（市民からの要望等の件数）
を公表します
　平成24年10月から平成25年３月までの間に、
市民や団体等から市民対話課に寄せられた様々な
要望・提案・意見などについて、種類別に分類し
た件数を公表します。市では市民等との協働のま
ちづくりを推進するため、これからも「市民の声」
に迅速かつ的確に対応できるよう努めてまいり�
ます。
●平成24年度下期分「市民の声」状況報告書
　市民の声の件数

市民の声の内容 件数
道路・河川等維持に関すること １５
ごみ処理・騒音・悪臭等環境に関すること １０
公園管理に関すること ６
空地・隣地等に関すること １６
動物・害虫に関すること ５
制度・組織に関すること ３
市施策に関すること ２
その他 ８

合　　　計 ６５
問市民対話課　☎４３・６８１８

●日程
月日・時間・場所 テーマ・内容 講師・助言者

１
５月２８日（火）
市民会館中会議室
13:30 ～ 15:30

「�災害時の食」
～あなたならどうし
ます？～

甲南女子大学
名誉教授

奥田　和子�氏

２
６月４日（火）
市民会館大会議室
13:30 ～ 15:30

「お薬Ｑ＆Ａ」
～ジェネリック医薬
品について～

兵庫県健康福祉部
健康局　薬務課

　薬事調整係

３
６月２７日（木）
市民会館中会議室
13:30 ～ 15:30

「心理学から学ぶ悪質
商法」
～不思議 !? わかって
いるのに騙される～

神戸学院大学
人文学部
人間心理学科教授

秋�山　�学�氏

４

７月９日（火）
兵庫県認証食品
環境施設見学
8:30 ～ 17:30

・兵庫県認証食品の産地見学
　「揖保川トマト塾」
・エコパークあぼし環境楽習センター
　行程は後日お渡しいたします。

（講座受講回数２回以上の方が対象となります。）
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災害時に避難が困難な人を事前に把握
　大規模災害発生時には、消防などによる救助・救
出には限界があります。このような時には、自分の
身は自分で守る「自助」や、地域で助けあう「共助」の
精神が不可欠です。
　災害時に地域ぐるみで安否確認や避難支援などを
するためには、事前に災害時要援護者名簿に登録し、
内容を提供しておくことが大切です。

●登録内容
①自治会名　②氏名　③性別　④生年月日　⑤住所
⑥同居人数　⑦支援が必要な理由　⑧安否確認を行
う近隣者　⑨緊急時の連絡先　⑩担当民生委員など
※�地元の自治会等の住民により構成される自主防災
組織や民生委員児童委員などに個人情報を提供す
ることに同意した人について名簿を整理してい�
ます。

●登録対象者
①�自力避難の移動ができない人（例：寝たきり、車椅
子等）

②自力避難の判断ができない人（例：認知症等）
③�自力避難の移動に時間がかかる人（例：杖を使用し
ている人等）

④その他支援を必要とする人

●登録方法
　登録を希望される人は、最寄りの民生委員児童委
員または社会福祉課に相談のうえ、「災害時要援護者
名簿登録申請書」を提出してください。
※�災害時だけでなく、支援する人も支援を希望する
人も、常日頃から防災訓練などの地域行事に参加
し、地域とのコミュニケーションを図ることが大切�
です。
問社会福祉課　☎４３・６８０９

市では、地震や集中豪雨などの災害時に、自力避難が困難な
人（災害時要援護者）を地域全体で支援するための名簿を整理
しています。

災害時要援護者名簿に

登録しましょう！

「あこう安全・安心ステーション」
の増設にご協力を！

　赤穂市では、「安全・安心に生活できるまち」
を目指して、ＡＥＤの普及を推進しています。
　「あこう安全・安心ステーション」は、ＡＥ
Ｄを設置して必要な講習を受講した人がいる
施設で、市から標章を交付し登録事業所であ
ることを示すステッカーを入り口などに貼っ
ています。
　これまでに市役所をはじめとする72の公共
施設と民間協力事業所23施設の計95施設が登
録されています。ＡＥＤを設置していただけ
る事業所がございましたら、是非ご協力をお
願いいたします。

ＡＥＤを
無料で貸し出します

　貸し出しには、いくつかの要件と手続きが
必要です。詳細については、お問い合わせく
ださい。
　なお、貸出日が重複する場合は、市が主催、
共催または後援する大会などを優先させてい
ただきます。
問危機管理担当　☎４３・６８６６

あこう安全・安心ステーショ
ン

突然の心停止から大切
なあなたの命を救うた

めに…

（自動体外式除
細動器を設置し

ています）

あこう安全・安心ステーション標章→
貸し出し用 AED

進めよう !!

わが家の耐震改修
昭和56年５月以前に建てられた住宅はぜひ耐震化を
　市では、地震による住宅の倒壊や、これに起因す
る災害を減少させるため、現行の耐震基準を満たし
ていない旧耐震基準の住宅の耐震化を図るため、支
援事業を行っています。

簡易耐震診断（赤穂市）
　簡易耐震診断員が住宅の調査・診断を行い、その
結果を報告します。
●対象住宅
　市内にある住宅で、昭和56年５月以前に着工した
もの
※�延べ床面積の過半が住宅として使用されているも
のに限ります。
※�ツーバイフォー住宅や丸太組工法の住宅は対象外
です。
●負担額
　木造戸建て住宅の場合＝１棟３，０００円

住宅耐震改修計画策定補助（兵庫県）
　簡易耐震診断で耐震基準に満たない場合は、基準
を満たすための耐震改修計画の策定と、耐震診断に
要する費用の一部が補助されます。
●対象住宅
　市内にある住宅で、昭和56年５月以前に着工した
もの等

住宅耐震改修工事費補助（兵庫県）
　住宅耐震改修計画により改修工事を行った場合は、
工事費の一部が補助されます。
　平成25年度からは戸建住宅への補助金限度額が一
部引き上げられています。
※詳しくはお問い合わせください。
　また、市においても10～ 20万円の上乗せ助成があ
ります。

問都市整備課�建築係　☎４３・６８２７

身
近
に
該
当
製
品
が
な
い
か
、
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

～
Ｔ
Ｄ
Ｋ
株
式
会
社
製
加
湿
器
の
製
品
回
収
～

問
消
防
本
部�

予
防
課　

☎
43
・
６
８
８
２

TDKスチーム式加湿器

受付時間　午前９時～午後７時（土・日・祝日も含む）

　今年２月に発生した長崎グループホーム火災の出火元が、TDK 株式会社製スチーム式加
湿器である可能性が高いことが判明しました。
　当該加湿器はTDK株式会社が、発煙、発火に至る恐れがあるため、従来より製品回収を行っ
ておりましたが、依然として35,840台（2013年１月末時点）が回収できておりません。
　該当製品は下記の４機種ですので、ご家庭に該当製品がないかご確認をお願いします。
　該当する製品があった場合には、速やかに TDK（株）まで連絡をお願いします。
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1

2

1

3
4

2

5

女性義士による女人義士行列など春の義士祭が
４月14日に開催されました。
1 女性義士による元禄花見おどり（お城通り）
2 赤穂雅楽同好会による雅楽演奏（大石神社）

赤穂精華園では児童寮が完成し、４月24日に竣工
記念式典が行われました。地域交流室でテープカッ
トなど行い完成を祝いました。

新児童寮は個室・ユニット型新児童寮は個室・ユニット型赤穂精華園児童寮竣工記念式典

華やかに繰り広げられた華やかに繰り広げられた春の義士祭

はくほうかいデイサービスセンターでは、
施設内の高さ約５メートルの円柱を利用し
て手づくりの桜の木を制作。厚紙などを使っ
て1000枚の花びらを作成し、施設内を満開
にしました。
（４/10 はくほうかいデイサービスセンター）

満開に咲いた満開に咲いた手づくりの桜の木でお花見

赤穂市身体障害者福祉協会の皆さ
んが、アルミプルトップ回収事業の
収益等で車いすを２台購入し、市民
病院へ寄贈してくださいました。
（４/16 市民病院）

今年もありがとうございました今年もありがとうございました赤穂市身体障害者福祉協会

機谷礼美さん（折方）が、チェコ（プラハ）で
開催する第13回世界マスターズベンチプレ
スシングルリフト選手権大会（４/18 ～ 21）
へ出場。市長を表敬訪問し、世界大会に向け
ての抱負を述べました。試合結果は、80㎏を
挙げて見事銅メダルを獲得。（４/９ 市長室）

世界に初挑戦！世界に初挑戦！機谷礼美さん  市長を表敬訪問

1 幼稚園入園式（４/10 塩屋幼稚園）
2 中学校入学式（４/９赤穂東中学校）
3 高校入学式（４/８ 赤穂高校）
4 関西福祉大学入学式（４/５ 文化会館）
5 小学校入学式（４/９ 赤穂小学校）

わくわく、どきどき、元気いっぱいわくわく、どきどき、元気いっぱい晴れやかに入学式

赤穂市国際交流協会は、オーストラリア・ロッキングハム市と
の姉妹都市提携15周年を記念して、市民から公募した７名を派
遣。現地で剣道や書道など日本の文化を紹介し、市民交流を図
られたことを豆田市長に報告しました。
（４/５ 市長応接室）

姉妹都市提携15周年記念姉妹都市提携15周年記念ロッキングハム市市民訪問団報告会

第８回木目込こてまりの会作品展が４月19日～21日の間、
文化会館で開催されました。「ミニコンサート」「赤穂義士
人形」など230点が展示されました。

気品ある木目込み人形気品ある木目込み人形木目込こてまりの会作品展

フォトニュース
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国民年金
日本年金機構より「ねんきん定期便」が届きます

 市民課 年金担当　☎ 43・6820 介護保険相談室
赤穂市介護支援ボランティアを随時募集しています～社会参加活動を通して、より元気にいきいきと～

高齢者を見守る支えるネットワーク

事業に関すること　医療介護課 介護保険係　☎ 43・6947
登録・活動に関すること　赤穂市社会福祉協議会 　☎ 42・1397

　毎年、国民年金、厚生年金の被保険者の方に、日本
年金機構より「ねんきん定期便」が誕生月に送られま
す。
　「ねんきん定期便」は、被保険者の方に保険料納付の
実績や将来の給付に関する情報をお知らせし、年金制
度に対する理解を深めていただくことを目的としてい
ます。
　「ねんきん定期便」が届いたら、年金加入記録の内容
をご確認ください。
●�送付対象者　国民年金、厚生年金に加入中のすべて
の被保険者
●送付時期　誕生月
●お知らせする内容
　�①これまでの年金加入期間　②これまでの保険料納
付額③これまでの年金加入歴　④制度ごとの保険料
納付状況等　⑤年金見込額

●�ねんきん定期便のご相談は
　「ねんきん定期便専用ダイヤル」へ
　　　０５７０―０５８―５５５
　　　（一部のＩＰ電話・ＰＨＳ用）
　　　０３―６７００―１１４４

　〈受付時間〉　月～金曜日　午前９時～午後８時
　　　　　　　第２土曜日　午前９時～午後５時
　　　　　　　�（祝日、12月29日～１月３日はご利用

いただけません。）
　なお、年金事務所でも相談を受け付けています。
　市役所にお問い合わせいただいても、「ねんきん定期
便」の内容等の情報がありませんので、必ず専用ダイ
ヤルをご利用ください。

赤穂市介護支援ボランティア・ポイント制度とは
　高齢者がボランティア活動を行うことで、健康増進
と介護予防を図るとともに、地域への貢献を支援し、
社会参加の促進を図ることを目的とした制度です。
　ボランティア登録を行った高齢者が、指定されたボ
ランティア活動を行うと、受入機関からスタンプが付
与されます。１年間で集めたスタンプ（ポイント）で、
転換交付金（上限5,000円）の交付を受けることができ
ます。
　介護支援ボランティア活動に参加してみませんか。
●�対象者　65歳以上の人（赤穂市介護保険第１号被保
険者）のうち、要介護１～５の介護認定を受けてい
ない人

●�登録申込先　赤穂市社会福祉協議会

●�持参するもの　・印鑑　・介護保険被保険者証
　　　　　　　　・ボランティア保険加入料500円
●�対象となる活動　配膳下膳などの補助、施設内移動
の見守り、話し相手、行事の手伝いなど

●�活動場所（受入機関）　特別養護老人ホーム、老人保
健施設、グループホーム、デイサービス、養護老人
ホームなど

●�転換交付金　１時間の活動で１スタンプ（100ポイ
ント）＝100円

　※年度ごとの交付金の上限は5,000円
　※�介護保険料に未納や滞納がある方は、交付を受け
ることができません

●�その他　希望する活動や施設については、社会福祉
協議会が相談を受け付けます。

　

市
で
は
、平
成
20
年
度
よ
り
赤
穂
ふ
る
さ
と
づ
く
り

寄
付
金
を
創
設
し
、様
々
な
分
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
５
，７
７
０
，７
２
０
円

の
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
の
う
ち
、平
成
24
年

度
事
業
に
お
い
て
、都
市
公
園
の
遊
具
整
備
や
赤
穂
国

際
音
楽
祭
経
費
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、赤
穂
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付

金
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
一
層
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
平
成
24
年
度
寄
付
件
数�

17
件

　

寄
付
金
額�

５
，７
７
０
，７
２
０
円

■
寄
付
者
の
状
況

　

赤
穂
市
内　
　
　

７
人

　

赤
穂
市
外　
　
　

８
人

　
　

計　
　
　
　
　

15
人

■
寄
付
金
活
用
状
況

（
寄
付
金
活
用
事
業
）

　

�

都
市
公
園
の
遊
具
整
備
、山
林
緑
化
事
業
、つ
つ
じ

荘
施
設
整
備
、赤
穂
国
際
音
楽
祭　

外

（
寄
付
金
充
当
額
）�

５
，５
６
６
，０
２
４
円

●分野別の状況

まちづくりの
分野

寄付金額
　　　（円）

1
歴史遺産と自然環
境の保全と活用に
関する事業

229,419

2 地域活性化に関す
る事業 4,100,250

3
共に生きる福祉社
会構築に関する事
業

550

4 安全安心なまちづ
くりに関する事業 1,350

5
子育て支援・学校
教育等次世代育成
に関する事業

1,500

6
個性ある地域文
化・スポーツの創
造に関する事業

1,154,350

7
その他目的達成の
ために市長が必要
と認める事業

283,301

計 5,770,720

問
い
合
わ
せ
先　

行
政
課　

☎
43
・
６
８
５
０

赤
穂
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金

平
成
24
年
度
寄
付
状
況
と
運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

保健センター　☎４３・９８５５健康ページ
　

５
月
・
６
月
に
各
地
区
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館
で
実
施
さ
れ
る

生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
申
込
締
切
が
４
月
10
日
ま
で
で
し
た
が
、

引
き
続
き
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
診
す
る
人
は
必
ず
、
広
報
あ
こ
う
３
月
号
と
一
緒
に
お
届
け
し

て
い
る「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」の
受
診
申
込
は
が
き
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」は
保
健
セ
ン
タ
ー（
総

合
福
祉
会
館
１
階
）、
市
役
所
市
民
課
、
各
地
区
公
民
館
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
あ
こ
う
４
月
号
に
て
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
配

布
対
象
者
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭

和
48
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
発
送
の
予
定
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の

申
し
込
み
を
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す

生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の

申
し
込
み
を
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す

子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

配
布
対
象
者
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

配
布
対
象
者
に
つ
い
て

国
民
年
金
相
談
及
び
姫
路

年
金
事
務
所
の
年
金
出
張

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《国民年金相談（社会保険労務士）》
　◆相談日　５月16日（木）　
　◆場　所　市役所２階� 202会議室
　◆受付時間　午後１時30分～４時

《年金出張相談（姫路年金事務所）》
　◆相談日　６月６日（木）
　◆場　所　市役所２階　204会議室
　◆受付時間　午前10時～午後３時
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選
と
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
抽

選
順
に
よ
り
今
後
空
家
が
発
生

し
た
場
合
の
待
機
登
録
者
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
抽
選
日

よ
り
１
年
間
有
効
）　

②
当
選

さ
れ
た
方
の
入
居
は
、
７
月
下

旬
頃
の
予
定
で
す
。

◦�

受
付
場
所

　

市
民
課�

住
宅
係

�

☎
43
・
７
０
６
６

～
生
活
の
中
に
体
操
を
～

　

午
後
の
ひ
と
と
き
で
健
康
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
程　

①
６
月
14
日（
金
）
②

６
月
28
日（
金
）
③
７
月
12
日

（
金
）
④
７
月
26
日（
金
）
⑤

８
月
16
日（
金
）
⑥
８
月
30
日

（
金
）　

全
６
回

◦�

時
間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

◦�

場
所　

市
民
会
館（
中
央
公
民
館
）

◦�

講
師　

吉
田
一
美
氏（
赤
穂
市

民
総
合
体
育
館
指
導
員
）

◦�

対
象　

16
歳
以
上
の
市
民
、
通

勤
、
通
学
者

◦�

参
加
料　

１
，０
０
０
円

◦�

持
ち
物　

シ
ュ
ー
ズ
、
バ
ス
タ

オ
ル（
マ
ッ
ト
）、
水
分
補
給
す

る
物　

※
運
動
し
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

定
員　

20
名（
先
着
順
）

◦�

申
込　

５
月
15
日（
水
）午
前
９

時
か
ら
受
付
開
始
。参
加
料
１
，

０
０
０
円
を
添
え
て
中
央
公
民

館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

中
央
公
民
館�

☎
43
・
７
４
５
０

　

英
会
話
の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
で

す
。

◦�

講
師　

松
井
清
氏（
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ａ

英
語
英
会
話
数
学
代
表
）

◦�

日
程　

全
12
回（
６
月
15
日
～

８
月
31
日
）
毎
週
土
曜
日　

午

後
２
時
～
３
時
30
分

◦�

場
所　

市
民
会
館（
中
央
公
民

館
）

◦�

対
象　

16
歳
以
上
の
市
民
、
通

勤
、
通
学
者

◦�

定
員　

20
名（
先
着
順
）

◦�

申
込　

５
月
15
日（
水
）
午
前

９
時
よ
り
受
付
開
始
。
参
加
料

１
，５
０
０
円
を
添
え
て
、
中
央

公
民
館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

中
央
公
民
館�

☎
43
・
７
４
５
０

◦�

日
時　

６
月
14
日（
金
）
午
後

１
時
～
２
時
30
分

　

※
７
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

◦�

場
所　

赤
穂
市
民
病
院�

院
内

学
級

◦�

内
容　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
虫
歯
予

防
」に
つ
い
て

◦�

申
込　

赤
穂
市
民
病
院
５
階
南

病
棟
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン（
☎
43
・
３
２
２
２　

内
線

１
５
８
０
）ま
で

◦�

日
時　

５
月
19
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
５
時�

予
定

◦�

場
所　

兵
庫
県
立
大
学
播
磨
理

学
キ
ャ
ン
パ
ス

◦�

内
容　
　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
展
示
イ
ベ
ン
ト�　

グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト�　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト�　

豪
華
賞
品
の
当
た
る
ビ
ン
ゴ
大

会�　

芸
人（
銀
シ
ャ
リ
、
ガ
リ

ガ
リ
ガ
リ
ク
ソ
ン
、
バ
イ
ク
川

崎
バ
イ
ク
）に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

（
時
間
＝
午
後
１
時
～
２
時
・

入
場
料
＝
無
料
）�

ほ
か

問�

兵
庫
県
立
大
学
学
生
自
治
会

学
生
会
西
支
部

　

☎
０
７
９
・
２
６
６
・
２
２
２
７

　

龍
野
公
共
職
業
安
定
所
管
内
地

域
の
事
業
主
の
方
を
対
象
に
、
平

成
26
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定

者
の
求
人
申
込
み
手
続
き
及
び
採

募集

中
央
公
民
館
講
座

「
健
康
体
操
教
室
」

募集

中
央
公
民
館
講
座

「
健
康
体
操
教
室
」

募集

中
央
公
民
館
講
座

「
英
会
話
講
座
」

募集

中
央
公
民
館
講
座

「
英
会
話
講
座
」

募集

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
集
い

募集

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
集
い

お知らせ

第
18
回
兵
庫
県
立
大
学

テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ

お知らせ

第
18
回
兵
庫
県
立
大
学

テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

ⒸyoshimotokogyoⒸyoshimotokogyo

お知らせ

新
規
学
校
卒
業
者

求
人
取
扱
説
明
会

お知らせ

新
規
学
校
卒
業
者

求
人
取
扱
説
明
会

広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6870

　

市
立
幼
稚
園
で
は
、
同
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
親
同
士
が
子
育
て
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る「
未
就

園
児
学
級
」を
開
設
し
、
子
育
て

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象　

就
園
前（
３
歳
児
）親
子

◦�

実
施
回
数　

６
月
か
ら
開
始
し

ま
す
。

・�

年
間
８
回

・�

保
育
時
間
は
１
回
１
時
間
30
分

程
度

◦�

参
加
負
担
金　

１
，０
０
０
円

◦�

申
込　

募
集
要
項（
申
込
書
）は

各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。
５
月

31
日（
金
）ま
で
に
、
各
幼
稚
園

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

赤
穂
幼
稚
園（
た
ん
ぽ
ぽ
）

�

☎
42
・
２
６
１
５

　

城
西
幼
稚
園（
つ
ぼ
み
）

�

☎
42
・
０
５
３
１

　

塩
屋
幼
稚
園（
ひ
よ
こ
）

�

☎
42
・
０
２
１
３

　

赤
穂
西
幼
稚
園（
こ
り
す
）

�

☎
45
・
１
０
０
６

　

尾
崎
幼
稚
園（
う
さ
ぎ
）

�

☎
42
・
５
２
９
２

　

御
崎
幼
稚
園（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）

�

☎
45
・
１
０
５
５

　

坂
越
幼
稚
園（
こ
と
り
）

�

☎
48
・
８
１
２
４

　

高
雄
幼
稚
園（
こ
と
り
）

�

☎
48
・
７
１
８
５

　

有
年
幼
稚
園（
ひ
よ
こ
）

�

☎
49
・
３
５
３
７

　

原
幼
稚
園（
ひ
よ
こ
）

�

☎
49
・
３
５
３
８

◦�

募
集
期
間　

５
月
20
日（
月
）～

24
日（
金
）

◦�

申
込
方
法　

市
役
所
１
階
市
民

課
住
宅
係
に
申
込
書（
５
月
10

日
～
配
布
）が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
居
予

定
者
全
員
の
所
得
が
確
認
で
き

る
書
類
を
添
付
し
て
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
収
入
基
準
等
の

申
込
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

◦�

募
集
戸
数

①
坂
越
高
谷
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
２
戸

②�

千
鳥
団
地（
車
い
す
対
応
住
宅
）

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
１
戸

③
千
鳥
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
５
戸

④
塩
屋
西
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸

⑤�

塩
屋
団
地（
１
階
）２
Ｄ
Ｋ
＝
２
戸

⑥
塩
屋
団
地
３
Ｄ
Ｋ
＝
５
戸

⑦
塩
屋
団
地
４
Ｄ
Ｋ
＝
１
戸

◦�

抽
選
日　

５
月
29
日（
水
）

◦�

留
意
事
項

①�

右
記
４
団
地
７
タ
イ
プ
の
う
ち

ど
れ
か
１
団
地
１
タ
イ
プ
の
み

応
募
可
能
で
す
。

②�

抽
選
に
よ
り
落
選
と
な
ら
れ
た

場
合
に
は
、
抽
選
順
に
よ
り
今

後
空
家
が
発
生
し
た
場
合
の
待

機
登
録
者
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
抽
選
日
よ
り
１
年
間
有
効
）

③�

千
鳥
団
地（
車
い
す
対
応
住
宅
）

に
申
し
込
み
で
き
る
方
は
、
生

活
に
常
時
車
い
す
を
必
要
と
さ

れ
て
い
る
方
の
い
る
世
帯
の
み

で
す
。

④�

塩
屋
団
地（
１
階
）に
申
し
込
み

で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
に
該

当
す
る
方
の
み
で
す
。

ア�

１
階
に
居
住
す
る
必
要
が
あ
る

障
が
い
の
あ
る
方
及
び
障
が
い

の
あ
る
方
の
い
る
世
帯

イ
60
歳
以
上
の
単
身
者

ウ�

60
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯

（
民
法
上
の
扶
養
関
係
に
あ
る

こ
と
）

エ�

60
歳
以
上
の
方
と
配
偶
者
の
み

の
世
帯

オ�

60
歳
以
上
の
方
と
18
歳
未
満
の

児
童
の
み
の
世
帯（
民
法
上
の

扶
養
関
係
に
あ
る
こ
と
）

⑤�

千
鳥
団
地（
車
い
す
対
応
住
宅
）

と
塩
屋
団
地（
１
階
）は
入
居

後
、
該
当
者
が
い
な
く
な
っ
た

場
合
は
住
宅
を
返
還
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

⑥�

当
選
さ
れ
た
方
の
入
居
は
、
７

月
１
日
の
予
定
で
す
。

※
入
居
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
、
子

育
て
世
帯
と
新
婚
世
帯
に
つ
い
て

収
入
基
準
を
緩
和
し
、
収
入
月
額

（
政
令
月
収
）が
２
５
９
，０
０
０

円
以
下
で
あ
れ
ば
申
し
込
み
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◦�

受
付
場
所

　

市
民
課�

住
宅
係

�

☎
43
・
７
０
６
６

◦�

募
集
期
間　

５
月
20
日（
月
）～

24
日（
金
）

◦�

申
込
方
法　

市
役
所
１
階
市
民

課
住
宅
係
に
申
込
書（
５
月
10

日
～
配
布
）が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
収
入
基
準
等
の

申
込
資
格
要
件
が
あ
り
ま
す
。）

◦�

募
集
戸
数

①�

赤
穂
中
広
鉄
筋
３
人
以
上
世
帯

用
３
Ｄ
Ｋ
＝
４
戸（
注
１
）

②�

赤
穂
千
鳥
高
層
２
人
以
上
世
帯

用
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
６
戸

③�

赤
穂
千
鳥
高
層
３
人
以
上
世
帯

用
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
５
戸（
注
１
）

④�

赤
穂
千
鳥
高
層
２
人
以
上
世
帯

用
２
Ｄ
Ｋ
＝
３
戸（
注
２
）（
注
３
）

⑤�

赤
穂
湯
の
内
鉄
筋
２
人
以
上
世

帯
用
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
＝
２
戸

（
注
１
）夫
婦
ま
た
は
婚
約
者
と
の

２
人
世
帯
で
、
合
計
年
齢
が
80

歳
未
満
の
場
合
は
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。

（
注
２
）60
歳
以
上
の
申
込
名
義
人

と
次
の
い
ず
れ
か
の
方
の
み
か

ら
な
る
世
帯
の
場
合
は
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

①
配
偶
者

②�

18
歳
未
満
の
方（
民
法
上
の
親

族
関
係
に
あ
る
こ
と
）

③�

中
度
以
上
の
障
が
い
者(

民
法

上
の
親
族
関
係
に
あ
る
こ
と
）

④�

50
歳
以
上
の
方（
民
法
上
の
親

族
関
係
に
あ
る
こ
と
）

（
注
３
）

①�

家
賃
、
共
益
費
等
の
ほ
か
に
、

次
の
負
担
が
別
途
必
要
に
な
り

ま
す
。　

固
定
電
話
回
線（
現

在
お
手
持
ち
の
回
線
を
使
用
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｐ
電
話

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。）�　

通

話
料

②�

入
居
に
あ
た
っ
て
は
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
利
用
確
認
書（
承

諾
書
）等
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

③�

こ
の
住
宅
は
、
既
に
一
般
の
仕

様
の
公
営
住
宅（
県
営
・
市
営

住
宅
）に
入
居
さ
れ
て
い
る
方

も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
が
、

現
在
、
公
営
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ

ジ
ン
グ
、
高
齢
者
世
帯
向
特
定

目
的
住
宅
、
車
い
す
対
応
住
宅

ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
様
の
住
宅

に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
申
し

込
み
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

抽
選
日　

５
月
29
日（
水
）

◦�

留
意
事
項　

①
抽
選
に
よ
り
落

募集
幼
稚
園

未
就
園
児
学
級（
３
歳
児
）

募集
幼
稚
園

未
就
園
児
学
級（
３
歳
児
）

募集

市
営
住
宅
の
入
居
者

募集

市
営
住
宅
の
入
居
者

募集

県
営
住
宅
の
入
居
者

募集

県
営
住
宅
の
入
居
者

▽▽

▽▽
〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。

～地球のためにできること～

赤穂市民病院正規職員募集
●正規職員（採用予定：７月１日）

職　　種 採用予
定人員 応　募　資　格

メディカル
ソーシャル
ワーカー

１名
昭和57年４月２日以
降に生まれた人で社会
福祉士資格を有する人

●�試験内容　筆記試験（小論文）及び面接
●試験日時及び受付期間
　試験日時＝６月１日㈯午前９時～
　受付期間＝５月10日㈮～５月24日㈮
●試験会場　市民病院３階�講義室
●�申込方法　当院指定の履歴書に必要事項
を記入のうえ、市民病院総務課まで持参
または郵送で応募してください。
●�受付時間　午前８時20分～午後５時まで
（土日・祝日を除く）
問赤穂市民病院�総務課　☎４３・６４１４
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用
選
考
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦�
日
時　

６
月
７
日（
金
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

◦�

場
所　

赤
穂
商
工
会
議
所�

大

会
議
室

問�

姫
路
公
共
職
業
安
定
所�

学
卒

部
門

　

☎
０
７
９
・
２
２
２
・
４
６
９
０

◦�

日
時　

７
月
４
日（
木
）・
５
日

（
金
）
両
日
と
も
午
前
10
時
～

午
後
４
時
ま
で

◦�

場
所　

赤
穂
市
防
災
セ
ン
タ
ー

（
赤
穂
市
消
防
本
部
）
３
階
多

目
的
ホ
ー
ル

◦�

講
習
種
別　

甲
種
防
火
管
理
新

規
講
習

◦�

定
員　

１
０
０
名（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）

◦�

受
付
期
間　

６
月
10
日（
月
）～

21
日（
金
）

◦�

受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部�

予
防
課
予
防
係

�

☎
43
・
６
８
８
２

　

上
郡
消
防
署�

庶
務
予
防
係

�

☎
52
・
５
１
１
９

　

新
都
市
分
署�

庶
務
予
防
係

�

☎
58
・
０
１
１
９

　

変
更
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
事

業
計
画
の
延
伸（
平
成
31
年
度
ま

で
）及
び
計
画
区
域
の
変
更
等
で
、

平
成
25
年
３
月
29
日
に
告
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
図
書
は
下
水
道
課
に

お
い
て
縦
覧
し
て
お
り
ま
す
。

◦�

縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
部�

下
水
道
課

�

☎
45
・
２
２
６
３

　

今
年
は
、
４
月
22
日
か
ら
10
月

18
日
ま
で
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
監
視

期
間
と
さ
れ
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

広
報
等
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
緊

急
時
の
措
置
と
し
て
各
種
の
対
策

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
発
令
時
に
は

次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

学
校
や
施
設
で
は
、
で
き
る
だ

け
屋
外
の
運
動
を
避
け
屋
内
に

入
り�

ま
し
ょ
う
。

◦�

目
に
刺
激
や
痛
み
を
感
じ
た
と

き
は
洗
眼
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

の
ど
、
鼻
に
刺
激
や
痛
み
を
感

じ
た
と
き
は
う
が
い
を
し
ま
し

ょ
う
。

問�

環
境
課�

　

☎
43
・
６
８
２
１

◦�

お
仕
事
承
り
ま
す　
　

草
刈

り
・
草
抜
き�　

庭
木
の
予
防
・

防
除�　

簡
易
な
大
工
・
左
官

作
業
な
ど
。
そ
の
他
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
健
康
で

臨
時
的
・
短
期
的
に
働
く
意
欲
が

あ
り
、女
性
会
員
も
多
数
活
躍
中
。

業
務
多
忙
の
た
め
、
植
木
剪
定
・

草
刈
り
・
草
抜
き
な
ど
屋
外
業
務

の
で
き
る
方
歓
迎

◦�

６
月
の
入
会
説
明
会　
　

日

時
＝
６
月
10
日（
月
）
午
後
１

時
30
分
～�　

場
所
＝
セ
ン
タ

ー
事
務
所

問�（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー�

☎
43
・
７
２
０
０

　

http://w
w
w
.ako-sjc.jp/

　

市
で
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
人
を
対
象
に
、
専
門
職
員
に
よ

る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◦�

医
療
法
人
千
水
会
の
精
神
保
健

福
祉
士
等
に
よ
る
相
談

・�

日
時　

毎
週
月
曜　

午
前
10
時

～
正
午

・�

場
所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
さ
ん
ぽ
み
ち（
仁
泉
病
院
東
隣
）

◦�

社
会
福
祉
法
人
愛
心
福
祉
会
の

社
会
福
祉
士
等
に
よ
る
相
談

・�

日
時　

毎
週
金
曜　

午
前
10
時

～
正
午

・�

場
所　

市
役
所�

社
会
福
祉
課

※�

原
則
、
事
前
予
約
制
と
し
ま
す

が
、
必
要
な
場
合
は
随
時
お
受

け
し
ま
す
。

問�
社
会
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

�

☎
43
・
６
８
３
３

講習会

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習

講習会

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習

お知らせ

西
播
都
市
計
画
下
水
道

事
業
の
事
業
計
画
が
変
更

お知らせ

西
播
都
市
計
画
下
水
道

事
業
の
事
業
計
画
が
変
更

お知らせ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

監
視
期
間
中

お知らせ

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

監
視
期
間
中

お知らせ

赤
穂
市
シ
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バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

相談

障
が
い
者
相
談
窓
口

相談

障
が
い
者
相
談
窓
口

　

肢
体
不
自
由
の
身
体
障
が
い
者

で
義
肢
・
装
具
等
の
補
装
具
を
希

望
さ
れ
る
方
の
相
談
・
判
定
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
西
播
磨
各
地
域
で
の

日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦�

日
程　
　

７
月
５
日（
金
）
相
生

市�　

10
月
25
日（
金
）
佐
用
町�

　
　

１
月
24
日（
金
）
た
つ
の
市

◦�

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

正
午

◦�

対
象　

肢
体
不
自
由
の
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
で
補
装
具

（
義
肢
・
装
具
・
車
い
す
等
）の

交
付
を
希
望
す
る
人

◦�

申
込
方
法　

各
実
施
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課
へ
手

帳
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

問�

社
会
福
祉
課�

障
が
い
福
祉
係

�

☎
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・
６
８
３
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「
食
」を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
を
楽
し
く
学
ぶ
講
座
で
す
。
お

一
人
で
も
、
お
友
達
連
れ
で
も
大

歓
迎
！

◦�

期
間　

６
月
18
日（
火
）～
12
月

17
日（
火
）
※
原
則
と
し
て
各

月
２
回
、
第
１
・
３
火
曜
日
の

午
前
10
時
～（
週
変
更
時
あ
り
）

◦�

会
場　

赤
穂
市
総
合
福
祉
会
館

ほ
か

◦�

内
容　

食
生
活
や
健
康
に
関
す

る
お
話
と
お
料
理（
全
13
回
）

◦�

受
講
料　

無
料　

※
実
費
負
担

あ
り（
テ
キ
ス
ト
代
・
調
理
実

習
材
料
費
）

◦�

対
象
者　

赤
穂
市
・
相
生
市
・

上
郡
町
に
お
住
ま
い
の
方（
性

別
・
年
齢
問
い
ま
せ
ん
）

◦�

申
込
締
切　

５
月
31
日（
金
）

◦�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

赤
穂

健
康
福
祉
事
務
所�

地
域
保
健

課�

☎
43
・
２
９
３
４

相談

身
体
障
が
い
者

巡
回（
移
動
）相
談

相談

身
体
障
が
い
者

巡
回（
移
動
）相
談

▽▽

▽▽

▽▽募集

大
人
の
食
育
講
座
受
講
生

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

募集

大
人
の
食
育
講
座
受
講
生

い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

7月7日(日) 13：00開演  大ホール  全席指定
出　演：梅若玄祥、野村万作、大槻文藏、赤松禎英　ほか
入場料：Ｓ席5,000円（友の会4,500円）、Ａ席4,000円（友の会3,500円） 
 高校生以下1,000円（Ａ席限定）

スーパー能「世阿弥」能楽の祖ゆかりの地 赤穂公演　　梅原猛 作

7月15日(月・祝) 18：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一般7,500円（友の会7,000円）

美輪明宏　ロマンティック音楽会

８月１日(木) 18：00開演  大ホール  全席指定
入場料：Ｓ席4,000円、Ａ席3,000円、高校生以下Ｓ席3,000円、 Ａ席2,000円※友の会１割引
発売日：友の会5/11（土）、一般5/13（月）（窓口午前９時～、電話予約午後１時～）

劇団四季ファミリーミュージカル「桃次郎の冒険」　
“桃太郎”のその後の世界をどこにでもいる普通の現代っ子が
　桃太郎の弟“桃次郎”となって冒険！

９月13日(金) 13：00開演  大ホール  全席指定
出　演： 中村歌昇改め三代目中村又五郎、中村種太郎改め四代目中村歌昇、
 中村吉右衛門ほか播磨屋一門
演　目：伊賀越道中双六「沼津」、襲名披露口上、連獅子
入場料： 一等席6,000円、二等席5,000円、高校生以下1,000円（二等席限定 )　※友の会２割引
発売日：友の会5/18（土）、一般5/24（金）（窓口午前９時～、電話予約午後１時～）

松竹大歌舞伎　三代目中村又五郎　四代目中村歌昇　襲名披露公演

８月17日(土) 14：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一般3,000円（友の会2,700円）、大学生以下1,500円（友の会1,300円）

＜延期公演＞村治佳織＆奏一　ギター・デュオコンサート

好評
発売中!

好評
発売中!

好評
発売中!
（良席あり）

今月
発 売 ！
今月
発 売 ！

今月
発 売 ！
今月
発 売 ！

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

＝お忘れなく !! ＝
◦市　税◦ ◦県　税◦
軽自動車税 自動車税

納　期　5月31日（木）です
赤穂市総務部税務課

市民税係
☎ 43・6803

兵庫県西播磨県民局
龍野県税事務所

☎ 0791・63・5130

口座振替をして頂いている方の納税証明について

６月３日から３日間程度は、「口座振替
済の通帳記帳確認」をさせていただかな
ければ、納税証明書の発行ができません
ので、ご注意ください。

障がい者の方のために使用されている軽
自動車について軽自動車税の減免制度が
あります。
該当される方は、５月24日（金）までに市へ申請を！
※自動車税の減免については、龍野県税事務所へお
問い合せください。

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました

消火器の使用期限は
製造年から10年に変更されました
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

平成25年度国家公務員採用一般職試験（高卒者試験）

職　　種 受験資格 申込受付
期　　間

第１次
試験日 試験地

事　　務
技　　術
農　　業
農業土木
林　　業

①平成25年４月１
日において高校ま
たは中等教育学校
を卒業した日の翌
日から起算して２
年を経過していな
い者及び平成26年
３月までに高校ま
たは中等教育学校
卒見の者

②人事院が①に掲
げる者に準ずると
認める者

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
24
日（
月
）～
７
月
３
日（
水
）

▽
郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
24
日（
月
）～
６
月
28
日（
金
）

９
月
８
日（
日
）

神 戸 市
大 阪 市
京 都 市
奈 良 市
和歌山市
田 辺 市

●�受験案内　５月13日（月）からホームページに掲
載及び配布を行います。
問人事院�近畿事務局
　〒553-8513　大阪市福島区福島1-1-60
　☎０６・４７９６・２１９１（試験係）
　ＨＰ：http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo01_B.htm
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（４月１日～４月30日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
砂 子 匿 名 5,000 車椅子借用御礼

砂 子 匿 名 10,000 傘寿のお祝いとして

有 年 原 起 塚 　 三 弘 50,000 亡父（誠一）満中陰志

中 広 金井　万壽子 50,000 亡夫（輝昭）満中陰志

黒 崎 町 匿 名 10,000 車椅子借用御礼

新 田 匿 名 10,000 車椅子借用御礼

　 匿 　 　 名 　 11,000 善意で

西 有 年 匿 名 50,000 亡祖母満中陰志

塩 屋 鷹 羽 　 伯 夫 100,000 亡妻満中陰志

加 里 屋 匿 名 100,000 福祉のために

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

福祉の拠点をみんなで支えてください。

【個人】� 大賀　和良� 米谷　徹志� 御代　邦子
� 睦谷　　博� 後藤　和子
匿名の方々からもご協力をいただきました。

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/

e
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e 2013年5月

●日時　６月５日（水）、６月12日（水）、６月19日（水）
　　　　６月26日（水）　午後１時～４時
●場所　総合福祉会館�３階集会室�外
●内容　パソコンをフルに活用しよう
　ワードを学ぶ（練習１・２、案内状、チラシ作成）
●講師　浜野　好正　氏
●対象
（１）�赤穂市民で現に地域活動をしている人。または地

域活動に興味があり、今後活動をしたい人。
（２）�XP 以上のノートパソコンを持参できる人。
（１）、（２）の条件を満たすこと。
　ただし、上記４日とも参加ができる人を優先します。
●定員　25名
●参加費　1,000円（資料代ほか）
●�申込方法　５月31日（金）までに社会福祉協議会へお
申し込みください。申込多数の場合は抽選とさせて
いただきます。

小地域福祉活動の実践講座（ワード中級）
（地域活動者のためのパソコン講座）

・一般会員　１口� 500円
・賛助会員　１口� 2,000円
・法人会員　１口� 5,000円
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穂
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つ
ど
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後
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時
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分
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ハ
ー
モ
ニ
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ホ
ー
ル
に
て

　

み
な
さ
ん
の
心
の
中
の「
善
意
の
気
持
ち
」を
持
ち
寄
っ
て
、「
福
祉
の
つ
ど

い
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
「
福
祉
の
つ
ど
い
」は
、
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
善
意
で
明
る
い
社
会
」

＊講師プロフィール＊

羽川　英樹�
1953年京都市生まれ。同志社大学
文学部卒業。1977年読売テレビ入
社。39歳で関西初のフリーアナウ
ンサーとして独立。以後、ＡＢＣ・
テレビ大阪・サンテレビ・ラジオ
関西などで、テレビの司会やラジ
オ・パーソナリティーとして活躍。
現在は、ラジオ関西『羽川英樹の情
報アサイチ』、サンテレビ『日曜さ
わやかトーク』など、関西を中心に
レギュラー番組７本に出演中。ま
た、企業や自治体においての人材
育成・接客サービスの講師、アナ
ウンサー養成所講師、旅と食に関
する執筆などの分野でも活躍し、
無類の鉄道好きで、著書には「鉄
漫！関西ぶらり列車旅」がある。

《
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一
部　

記
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式
典
》

　

オ
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プ
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赤
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《
第
二
部　

記
念
講
演
》

『
言
葉
ひ
と
つ
で
こ
う
変
わ
る
』
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～
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ン
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羽
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英
樹�

氏

▽▽▽▽▽▽▽▽

▽▽

　おもちゃライブラリーとおもちゃ病院では一緒に活動していただけるボランティアを募集してい
ます！　子どもが好きな方、おもちゃの修理・裁縫が得意な方、お待ちしています。

　詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。

募　集

♪おもちゃで遊
ぼう♪

　おもちゃライブラリーでは、０歳から遊べる楽しいおもちゃを多数用意しています。
開設日に気軽に遊びに来てください♪　※おもちゃの貸し出しも無料で行っています。

●開設日　毎月　第２木曜日　午前10：00 ～正午
　　　　　　　　第４土曜日　午後  1：30 ～ 3：30
●場　所　総合福祉会館１階　教養娯楽室

　おもちゃ病院では、「ものを大切にする心を育んでもらいたい」との思いを込めてボランティアの協
力のもと子どもの大切なおもちゃを修理しています。

●開院日　毎月　第２木曜日　午前10：00 ～ 11：00（修理受付のみ）
　　　　　　　　第４土曜日　午後 1：00 ～ 2：00（受付・修理）
●場　所　総合福祉会館１階　健康相談室
●費　用　無料（一部部品代を頂くこともあります）
開
設
日

５月 ６月 ７月 ８月 ９月
25日 13日 22日 11日 27日 8日 24日 12日 28日

開
設
日

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
10日 26日 14日 12日 25日 13日 22日 13日 22日

おもちゃライブラリー＆おもちゃ病院のご案内

11月23日（土）、
12月28日（土）、
１月９日（木）は

お休みです。　

　「ふれあい・いきいきサロン」
は、地域住民が自主的に運営し、
地域の集会所等に高齢者から子
どもまでの様々な人が気軽に集
まり、楽しみながら仲間づくりを進める活動です。
　社協では、共同募金配分金を活用してサロン活動を
支援しています。
　現在25年度新規サロンの開設申請を受け付けています。
　第１次助成金申請の最終締め切りは、６月28日（金）
です。
　詳しくは社協までお問い合わせください。

平成25年度ふれあい・いきいきサロン新規開設申請受付中 !!

　各地区において「ひとり暮らし老人」「高齢者世帯等」の
方々へ給食サービス事業等を実施しておりますが、対象
者増に伴い、対象年齢が繰り上げとなっております。
　「ひとり暮らし老人」（Ｓ17．12．31生までの方）「高齢
者世帯等」（Ｓ12．12．31生までの方）が対象となり、今
後年齢を１年ごとに１才ずつ繰り上げ、平成29年度以
降には「ひとり暮らし老人」は75歳以上、「高齢者世帯等」
は80歳以上の方が対象となります。
※詳しくは社協までお問い合わせください。
　（対象となる事業）
　・給食サービス事業
　・歳末たすけあい
　　「三世代交流もちつき大会」
　・友愛訪問事業
　・歳末たすけあい「友愛訪問事業」

ひとり暮らし老人等事業における
対象者年齢が繰り上げになっています !!

　赤穂市社協は、「支えあい�助けあう�
こころつながる�やさしいまち�あこう」
を重点目標に、住民の皆さんとともに
住みよい地域づくりを進めていきたい
と考えています。
　賛助会費は、社協の貴重な自主財源として経営基盤
の根幹をなすものです。
　これにより、安定的な法人運営が確保され、福祉事
業の充実や発展を図ることができます。
　皆さんのあたたかいご協力をよろしくお願いします。
（賛助会費の使途）
　事務局運営事業費、機関紙広報発行事業費、障がい
者福祉大会事業費　等の一部に使わせていただきます。
※�「社協だより」に法人会員、個人会員のお名前を掲載
させていただきます。

平成25年度賛助会費にご協力をお願いします

賛助会費 ありがとうございました
 〈敬称略〉
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保育所子育て� 赤穂☎42・3368�塩屋☎42・0323�尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338�坂越☎48・8458�有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル�0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金�13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談
6月

1 ●生活習慣病健診 

2  三木内科 ☎ 42・1771
9：00 ～ 17：00

3
●献血　9：30 ～ 11：30 
●人権相談　10：00 ～ 12：00 
●生活習慣病健診 

4 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00　☎42・2140
●生活習慣病健診 

5

●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●こころの相談（要予約）　13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●３歳児健診（Ｈ21.12生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 

6 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 
●生活習慣病健診　福浦コミセン

7 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●生活習慣病健診　赤穂西公民館

8 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

9  中村内科医院 ☎ 46・0012
9：00 ～ 17：00

10 ●生活習慣病健診　尾崎公民館

11 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●生活習慣病健診　尾崎公民館

12
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●法律相談 ( 要予約） 13：00 ～ 16：00 
●生活習慣病健診　尾崎公民館

13 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 
●生活習慣病健診　尾崎公民館

5月
10

●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 
●生活習慣病健診　坂越公民館

11 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

12  杉口整形外科 ☎ 45・1451
9：00 ～ 17：00

13 ●こころのケア相談（要予約） 14：00 ～ 15：00 
●生活習慣病健診　有年公民館

14 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●生活習慣病健診　有年公民館

15
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ23.10生） 13：30 ～ 14：30　受付 

16
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 
●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 
●生活習慣病健診　御崎公民館

17 ●生活習慣病健診　御崎公民館

18 ●司法書士による法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

19  堀クリニック ☎ 43・6066
9：00 ～ 17：00

20 ●生活習慣病健診　塩屋公民館

21 ●生活習慣病健診　塩屋公民館
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

22
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 地セ
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●４ヵ月児健診（Ｈ25. １生） 13：30 ～ 14：30　受付 

23 ●身体障がい者相談　10:00 ～ 12:00 
●生活習慣病健診　塩屋公民館

24 ●生活習慣病健診　塩屋公民館

25
26  正木医院 ☎ 45・3555

9：00 ～ 17：00

27

28
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00
●生活習慣病健診　高雄公民館

29 ●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 

30
31 ●生活習慣病健診　城西公民館

人口の動き（３月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,083戸 （－ 13）

人口 50,512人 （－ 153）

男 24,453人 （－ 69）

女 26,059人 （－ 84）

� （　）内は前月比
◎３月中の異動
出生 32人（－ 1） 転出 330人（＋252）
死亡 50人（－ 10） その他増 1人（± 0）
転入 195人（＋128） その他減 1人（＋ 1）

� （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 ３月 平成25年累計
発生件数 125（＋ 11） 364（＋ 30）
　人身 25（＋ 7） 48（＋ 3）
　物損 100（＋ 4） 316（＋ 27）
死者 1（＋ 1） 3（± 0）
重傷 2（± 0） 4（± 0）
軽傷 27（＋ 10） 53（＋ 5）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 ３月 平成25年累計
火災 1（＋ 1） 3（＋ 3）
救急 155（＋ 20） 474（＋ 30）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは
� ☎43・6899 まで

上郡町

赤穂市備前市

　この事業は、定住自立圏構想推進事業として民間の団体や住民の皆さんが自主・自発的に行う、圏域内
外の住民交流を促進し、賑わいの創出や相互理解を深める活動に対して支援するものです。
　４月21日に開催された審査会の結果、次の13事業が決定しました。各事業の開催日などは定住自立圏協
議会ＨＰ「ともりんく」でご案内します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

民間イベント等支援事業が決定しました

　今回のハーフマラソンは、海浜公園内と御崎
温泉街を走り抜ける新コースを設定し、さらに
風光明媚なマラソンコースとなります。
●期日　11月10日（日）
●会場　城南緑地陸上競技場（スタート・ゴール）
●�種目　 ▽ハーフマラソン（21.0975km）
　 ▽10km� ▽5km�� ▽3km�� ▽2km
※�申込方法等については、決定次第お知らせい
たします。
問赤穂シティマラソン大会実行委員会事務局
　（教育委員会スポーツ推進課内）
� ☎４３・６８６９

11月10日（日）に開催します
第３回赤穂シティマラソン大会

活　　動　　事　　業　　名 事　　業　　概　　要団　体　名

1
東備西播定住自立圏域市町　第４回親善ゲートボール大会 ゲートボール愛好者及び高齢者の健康増進と圏域住民の交流・親睦を図る

ことを目的に、６月に赤穂城南緑地公園などでゲートボール大会を開催し
ます。東備西播定住自立圏域市町ゲートボール協議会

2
備前焼親子陶芸教室～親子で灯りをともそう～ ３市町において親子陶芸教室を実施し、地域資源である備前焼の良さを体

感してもらうとともに、製作した灯籠の展示などを行う「灯．街道（あかり
かいどう）」というイベントを９月に備前市で実施し、交流を促進していき
ます。【新規】

いんべ100万人プロジェクト委員会

3
忠臣蔵交流囲碁大会及びこども囲碁教室の開催 ３市町の囲碁クラブ有志が連携し、近隣市町に呼びかけ、世代間交流の場

として12月に忠臣蔵交流囲碁大会を開催するとともに、囲碁を次世代に伝
承するため、こども囲碁教室を開催します。忠臣蔵交流楽碁会

4
第４回赤穂市・備前市・上郡町
定住自立圏推進交流中学軟式野球大会

３市町のスポーツ交流を目的に、上郡町1中学校、赤穂市5中学校、備前市
５中学校の11チームにより、10月頃に上郡町スポーツセンター野球場及び
赤穂城南緑地公園野球場において軟式野球大会を開催します。赤穂軟式野球協会

5
第２回赤穂市・備前市・上郡町定住自立圏推進交
流ターゲットバードゴルフ大会

５月に千種川河川敷において開催するターゲットバードゴルフ大会を通
じ、３市町の交流を図るとともに、生涯スポーツとして健康づくりにも寄
与することを目的とします。赤穂市ターゲットバードゴルフ協会

6
ＡＫＢ杯ソフトバレーボール大会
（第２回東備西播ソフトバレーボール大会）

３市町の交流を目的としたソフトバレーボール大会を12月に赤穂市民総合
体育館で開催するとともに、体力づくりや健康維持、コミュニケーション
づくりに寄与することを目的とします。赤穂市バレーボール協会

7 テニス大会 ３市町のスポーツ振興と交流を図ることを目的に、10月に備前市運動公園
テニスセンターでダブルステニス大会を実施します。赤穂市テニス協会

8
まちぷら東備西播（まちの達人おすすめのまちある
きコース） ３市町の観光協会の企画・運営により、７～８の「まちあるき」コースを設

定し、各市町の魅力を発信します。日生町観光協会

9 障害者スポーツ交流事業　ＡＫＢパラリンカップ ３市町及び周辺地域の障がい者、家族及びボランティアの方の運営により、
多種多様な分野の人が手軽に参加できるスポーツ交流事業を実施します。ＡＫＢパラリンカップ委員会

10
マティアス・ヴァイレンマン　リコーダープレミ
アムコンサート閑谷 音楽を通じた交流を図るため、世界トップレベルの演奏家を招聘し、３月

に閑谷学校において、演奏会及び講習会を実施します。特定非営利活動法人オフィス・ドルチェ

11 戦国武将よろいカブト交流事業2013 圏域内の地域資源を活かした文化交流を図るため、赤松円心ゆかりの地ら
しく、甲冑を作成し、11月の「白旗城まつり」などにおいて行列を披露します。赤松地区むらづくり推進委員会

12 赤穂御崎活性化事業 赤穂市御崎にある「疊岩」と海岸線の間の、干潮で道ができる場所を「恋人
の聖地」とし、３市町在住の方に限定した公募ウエディングを実施します。赤穂温泉旅館組合

13
幼児から高齢者までサッカーを通じた健康づくり、
仲間づくり及び地域づくりの推進

スポーツを通じ世代、地域をこえた交流を図るため、３市町の小学生と高
校生、社会人のサッカー交流イベント及び中学生及び高校生を対象とした
地域交流サッカー大会を開催します。エンジョイサッカー実行委員会
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　５月号から表紙と裏表紙、
フォトニュースのページがカラ
ー刷りになりました。
　また、３月に赤穂市健康増
進計画（第2次）が策定され、
健康づくりには｢食｣が非常に
重要であることから、｢食育レ
シピ｣コーナーを新設しまし
た。ても発行にあたり、レシ

ピ通り作ってみました。味は
抜群でしいたけがいい役割を
していました♪皆さんもぜひ
作ってみてくださいね！
　これまで以上に市民の皆さ
んに親しんでもらえる広報紙
を目指し取り組んでいきます
ので、引き続きよろしくお願
いします。 て

ちゃん ちゃんちゃん 坂　越 有年原東浜町

平成22年６月11日生まれ

父・暢宏さん　母・あやさんより
「これからも元気にすくすく育ってね」

父・方哉さん　母・慶子さんより
「悠人はパパとママの宝物」

後 藤  碧 花
ご と う お う か

平成24年１月８日生まれ

父・徳生さん　母・まどかさんより
「いつも笑顔をありがとう　これからもいっぱい遊ぼうね」

福井  友 樹
ふ く い と も き

吉 田  悠 人
よ し だ ゆ う と

平成22年５月21日生まれ

◆表紙の説明◆
【春の義士祭】　４月14日、春の義士祭が華やかに繰り広げら
れました。赤穂交通安全協会婦人部と赤穂でえしょん悦輝の皆
さん、関西福祉大生などが参加した女人義士行列。その他に剣
道大会や雅楽演奏などが盛大に行われました。

▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、スーパー、コンビニエンスストア、観

光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

▪�次回の回覧広報あこうは５月24日（金）、
　広報あこうは６月10日（月）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

男性の食育のすすめ
～家族のためのパパ料理～

“男子厨房に入らず”なんて言葉が通用し

ていた時代はもう昔。世間には“弁当男

子”も溢れています。料理は楽しいもの。

さあ、家族が喜ぶ“パパ料理”にチャレン

ジしましょう。

■パパ料理入門レシピ

チャーハン
▪材　料（2人分）
ご飯・・・・400g� 卵・・・・・・・2個
ハム・・・・2枚（40g）� 長ねぎ・・・・1/4本
レタス・・・葉1枚� 生しいたけ・・・2枚
ごま油・・・大さじ1
Ａ�（塩�小さじ1/3　こしょう�適宜　しょうゆ�小さじ1�）

▪作り方
①�卵は割りほぐし、ハムは2cm 角に切る。長ねぎは粗いみ

じん切りにし、レタスは5cm くらいの長さのざく切りに
する。生しいたけは半分に切り、1cm 幅に切る。ご飯は
温めておく。

②�フライパンにごま油を熱し、卵を入れて強火で手早くか
き混ぜ、半熟になったら、ご飯を加えて混ぜる。ねぎ、
しいたけ、最後にハムとレタスを加えて炒め、A で調味
する。

ご飯に半熟の卵をよくからめると、ご飯がパラリと仕上がります。
さっとつくれて美味しく、ボリューム満点です。わかめスープな
どを組み合わせて。

ココがコツ！　� 　

▪編集後記▪

＊１人分栄養素＊
エネルギー � 487kcal
塩　　　分� 2.2ｇ

問保健センター　☎４３・９８５５


